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１．工事概要
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１．１ 工事概要１．１ 工事概要

■委託内容
（仮）才鉢6号橋の橋梁詳細設計 仮設構造物設計（仮橋 土留工）（仮）才鉢6号橋の橋梁詳細設計、仮設構造物設計（仮橋、土留工）
護岸設計等

■施工工種■施工工種
・1年目：仮橋、A1橋台、 P1（仮締切工ダウンザホールハンマ先行掘削のみ）
・2年目：A2橋台、P１橋脚
・3年目：上部工架設、護岸及び護床
・4年目：仮橋解体

■施工条件
・山地 丘陵地に位置し 二級河川鮫川が流れる(福島県管理)山地、丘陵地に位置し、二級河川鮫川が流れる(福島県管理)
・河川内工事は非出水期施工とする(11月～5月)
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１．２ 現地踏査１．２ 現地踏査

計画架橋位置
　現地踏査の結果、計画の架橋位置はゆるみ岩盤および活断
層を外れた位置であることを確認した。

交差物件（河川）の状況

・

平面図

交差物件（河川）の状況
　架橋下に二級河川鮫川が流れている。
　現況河川は、堤防・護岸が基本的に設置していない(写真
⑦)。しかし、既設道路側のNo14より終点側に既設護岸ブ
ロックを確認した。(写真⑧)

近接する構造物の有無
　現地踏査の結果、架橋周辺に、近接する構造物は無い。し
かし、既設道路の護岸の一部が新設護岸ブロックと重なるこ

・

・

2

3

4
5

河川進入路

とを確認した。(写真⑧)

建物の有無等立地条件
　現地踏査の結果、架橋付近に建物が無いことを確認した。

支障物件の有無
　架橋位置周辺に電力・NTTの架空線が存在する。
　施工に先立ち、移設等の取扱の確認が必要である。(次頁
参照)

・

・

1

至：いわき

至：石川

参照)

資材搬入、施工ヤード
　現道は、幅員が5m以上あり、輸送用トラック等の通行があ
るため、施工時も資材搬入路として使用可能である。
　A1橋台背面は、平坦な地盤となっているため、施工ヤード
として使用可能である。

・

7

6
8

9

既設護岸と新設護

岸が重なる

②A１橋台 ③P１橋脚（Ａ１側） ④P２橋脚（A２側） ⑤A2橋台①起点から終点を望む

10

9
活断層

⑩終点側周辺⑨既設道路　終点側⑥仮桟橋 ⑦河川状況（河川No.56～BC10） ⑧河川状況（河川No.57）
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１．３ 橋梁一般図１．３ 橋梁 般図

才鉢６号橋　全体一般図
上部工断面図 S=1:100
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測量

設計

年月日

年月日
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技術者
管　理
技術者
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鮫
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２ 全体工程・施工ステップ
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（1）1年目 非出水期（11月～5月）（1）1年目 非出水期（11月～5月）

工事内容
①P1工事用道路製作 （11月上旬）
②A1工事用道路製作～A1掘削 （11月中旬）

・A1工事用道路
施工時水位

H25BNO-17
（No.110+19.5L5.0）

▽
15
7.
60

幅員6.0m

幅
員
6.
0m

153.71

153.47153.47

A1橋台掘削時に現道

工事用道路入口
入口部を施工
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（1）1年目 非出水期（11月～5月）（1）1年目 非出水期（11月～5月）

工事内容
①A1、P1施工ヤード盛土・築堤（11月中旬まで）
②A1掘削～床付 （11月中旬）

施工時水位

施工時水位
H25BNO-17
（No.110+19.5L5.0）

▽
15
7.
60

幅員6.0m

幅
員
6.
0m

13103,36
153.71

153.47153.47

・ダウンザホールハンマ施工ヤード築堤

・仮橋のクレーン組立ヤードとしても使用

・A1 掘削

する。
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（1）1年目 非出水期（11月～5月） ク ラクレ ン（1）1年目 非出水期（11月～5月）

工事内容
③P1 ダウンザホールハンマ（11月中旬～4月末）（2パーティー）
④ 躯体構築 旬 旬

80ｔクローラクレーン
ブーム長：57.9ｍ
吊り荷荷重：3.2ｔ
定格荷重：5.8ｔ
作業半径④A1 躯体構築 （11月中旬～2月下旬）

⑤仮橋架設 （12下旬～5月中旬）

作業半径：24ｍ

・ダウンザホールハンマ施工
As ▽施工時水位152.600m(P1橋脚設置)

 
45

‹

23830

幅

施工時水位

施工時水位
H25BNO-17
（No.110+19.5L5.0）

ヤ
ー
ド
18
.0
m

施工ヤード35.0m

ｽﾗｯｼｭﾀﾝｸ

▽
15
7.
60

幅員6.0m

幅
員
6
.0m

13103,36
153.71

施
工

ヤ

60t吊クローラクレーン

回転式掘削機

R29603

153.47153.47

・A1橋台基礎施工
・A1橋台躯体施工

仮橋施
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・仮橋施工



（2）2年目 非出水期（11月～5月）（2）2年目 非出水期（11月～5月）

工事内容
①右岸工事用道路・作業ヤード整備（～11月上旬）
②P1仮締切・掘削 （11月中旬～12月上旬）
③A2掘削 （～11上旬）
④A2橋台 躯体構築（11月中旬～2月中旬） ・A2橋台基礎施工

施工ヤード35.0m

④A2橋台 躯体構築（11月中旬 2月中旬）
⑤P1橋脚 躯体構築（12月中旬～3月中旬）

A2橋台基礎施工
・A2橋台躯体施工

施工時水位
H25BNO-17
（No.110+19.5L5.0）

ｽﾗｯｼｭﾀﾝｸ

60t吊クローラクレ

施
工

ヤ
ー

ド
1
8.
0m

IP5

IP6

▽
15
7.
60

幅員6.0m

幅
員
6.0

m

施工時水位

クロ ラクレーン

回転式掘削機

IP1

IP2

13103,36

153.47

153.71

153.47

IP1

・仮締切土留施工
・P1橋脚躯体施工

IP3

株式会社 近代設計 10



（3）3年目 非出水期（11月～5月）（3）3年目 非出水期（11月～5月）

工事内容
護岸工 （2月～5月末）

・左岸側の上部工架設と並行しなが
ら施工を行う。

・左岸側の上部工架設と並行しなが
ら施工を行う。

幅

施工時水位
H25BNO-17
（No.110+19.5L5.0）

IP5

IP6

▽
15
7.
60

幅員6.0m

幅
員
6
.
0m

13103,36
153.71

施工時水位

IP1

IP2

153.47153.47

IP3
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（4）4年目 非出水期（11月～5月）（4）4年目 非出水期（11月～5月）

工事内容
①仮橋撤去 （11月上旬～2月上旬）
②護岸工 (11月中旬～1月下旬) ・仮橋のクレーン分解ヤード。

・残りの護岸工を施工する。・クレーン解体部材回送道路として本
橋を使用する。

施工時水位
H25BNO-17
（No.110+19.5L5.0）

IP
5

▽
15
7.
60

幅員6.0m

施工時水位

IP1

IP2

IP
6

153.71

153.47

・残りの護岸工を施工する。

IP3・仮橋解体
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